
 

2023年 

今月のみどころ 
８月号 

きらら室根山天文台 
★ 住   所 〒029-1201 岩手県一関市室根町折壁字室根山1-146  TEL/FAX 0191-64-3700 

★ 休 館 日 火・水曜日    夜間開館 金・土・日曜日 及び 祝祭日当日 と その前日 

★ 開館時間 【昼の部】 13:30～17:00（4月～8月） 13:30～16:30（9月～11月）   【夜の部】 19:30～21:30（4月～8月） 19:00～21:30（9月～11月） 

★ 入 館 料 大人330円 小・中学生160円    団体（20名様以上） 大人270円 小・中学生130円 

☆ 学校の親子行事や子ども会など団体でのご利用の場合は、休館日でもお受けすることがあります。 

詳しくは、一関市役所室根支所産業建設課（0191-64-3806）まで、お気軽にお問い合わせ下さい。 

きらら 

室根山天文台 

８月の夜空 

東 南 西 2023年 8月15日 午後 8時00分 

 8月 2日03時32分：満月 ○ 

 8月 8日19時28分：下弦 ◑ 

 8月10日10時47分：水星 東方最大離角 

 8月13日17時 頃：ペルセウス座流星群極大 

 8月16日18時38分：新月 ● 

 8月24日18時57分：上弦 ◐ 

 8月28日09時33分：土星 衝（観望好期） 

 8月31日10時36分：満月 〇 ブルームーン 

 本来の節句の七夕の日が８月２２日にあたります。季節感に思いを馳せましょう。 



 

2023年 

今月のかいせつ 
８月号 

きらら室根山天文台 
★ 住   所 〒029-1201 岩手県一関市室根町折壁字室根山1-146  TEL/FAX 0191-64-3700 

★ 休 館 日 火・水曜日    夜間開館 金・土・日曜日 及び 祝祭日当日 

★ 開館時間 【昼の部】 13:30～17:00（4月～8月） 13:30～16:30（9月～11月）   【夜の部】 19:30～21:30（4月～8月） 19:00～21:30（9月～11月） 

★ 入 館 料 大人330円 小・中学生160円    団体（20名様以上） 大人270円 小・中学生130円 

☆ 学校の親子行事や子ども会など団体でのご利用の場合は、休館日でもお受けすることがあります。 

詳しくは、一関市役所室根支所産業建設課（0191-64-3806）まで、お気軽にお問い合わせ下さい。 

きらら 

室根山天文台 

きらら室根山天文台 2023年度公開期間 4月13日～11月30日 

夏休みのお楽しみ 
 

 「煌（きら）びやか」「同じ物はない」だけど「一瞬の儚（はかな）さ」と

いう 流れ星 は、誰もが気になる魅力を持っていますね。特に『まだ見ること

ができていない』とか『視線から外れた方向で流れたので、見ることができた

といえるのか曖昧（あいまい）』という人にとって、チャンスになるのが“ペ

ルセウス座流星群”です。８月１２日１３日１４日の夜に晴天なら、ぜひ星空

を見上げましょう。人の視野（見える範囲）には限界があったり、見る場所にも障害物があっ

たりするものですが、大抵、見上げて１５分以内に流れます。運が良ければ３個前後連続で流

れることも少なくありません。注意点は、目を暗闇に慣らすことです。外灯があったり、直前

までスマホを見ているような状態では、瞳孔が収縮していて、他の人は見えているのに、自分

だけが見えないということになりかねません。 

 

特 別 感 

 

 現在の暦の特性上、月初めが満月であれば月末にもう１度満月が訪れること

があります。季節由来で呼ばれるフルムーンの愛称とは別に“ブルームーン”

と呼ばれます。８月３１日は“スーパームーン”でもあり、名称が重なりゴー

ジャス感に溢（あふ）れています。おっと、満月はクレーターに影がなく天体

望遠鏡での観測向きではありません。 

 

観 望 好 期 

 

 自分の目で確認したことがなくても、多くの人が「土星」の特徴を知っています。今シーズ

ンは８月下旬から、夜の部で 観望好期 を迎えます。まず、閉館時刻ぎりぎりのタイミングで

お見せできるようになり、日々少しづつ見せ始める時刻が早まっていきます。これは地平線か

ら昇る時刻が早まっていくためです。さらに、地平線から昇って1時間30分程度経過しないと

見栄えが良くありません。水平方向は届く星の光が地球の大気中を長く通過し、乱れてしまう

からです。南中時が見掛け上の高度が最も高く大気通過が最短なので観測の基本になります。 


